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動詞「嫌う」と「困る」の意味分析
―基本形の使用に注目して―

馬　場　典　子

要　　　旨

本稿は、感情を表す動詞のうち、嫌悪の感情を表す動詞「嫌う」と「困
る」について、特に基本形の使用に注目して分析する。拙論（2017）では、

「嫌う」の複数の意味について包括的に記述し、それらの意味の関連性を
明らかにした。分析の結果、「嫌う」には 7 つの別義が認められた。それ
らの別義は「メタファー」と「メトニミー」という比喩により動機づけ
られている。そしてこの中には、基本形で主体の感情を表せるものがあ
り、さらにその一つに動詞「困る」との意味の共通性が感じられるもの
があることが明らかになった。よって本稿では「嫌う」と「困る」の基
本形の使用に注目し、「困る」の基本形の使用に限定して意味分析を行っ
た上で、改めて「嫌う」との共通点を確認する。
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1 ．はじめに
1． 1 .　本稿の目的と考察の対象

本稿の目的は、「困る」が基本形（注 1 ）で用いられた場合の意味分析を行

うことであり、また、「嫌う」と「困る」が基本形で用いられた場合の意

味の共通性について再考することである。拙論（2017）では感情を表す動

詞（以下、「感情動詞」という）の中の、嫌悪を表す「嫌う」の包括的な

意味記述を行った。そしてその中で、「嫌う」の基本形の例に「困る」の

意味に近い例が見られた。

よって本稿では、二つの動詞「嫌う」と「困る」の基本形での使用に限

定して考察する（注 2 ）（注 3 ）。また「困る」にはプラスの感情も表す新奇な

用法があることにも言及する。

1 ． 2 ．「嫌う」と「困る」の動詞の性質

2 つの動詞の意味分析に入る前に、これらの動詞の性質について確認し

ておきたい。

「嫌う」と「困る」は、感情を表す主体（以下「感情主」という）が誰

なのかによって表現形式が異なる。まず感情主が 1 人称であり、その感情

を表す場合、「嫌う」も「困る」も通常テイル形を伴う。

1 ）私は太郎を嫌っている。（作例）
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2 ）私は太郎の遅刻癖に困っている。（作例）

しかし、感情主が 3 人称の場合、「嫌う」は問題なく「テイル形」で表

せるが、「困る」は「テイル形」だけでは容認度が落ちる。

3 ） 花子は太郎を嫌っている。（作例）

4 ）? 花子は太郎の遅刻癖に困っている。（作例）

これは「困る」の持つ動詞の性質によるものである。「困る」は 1 人称

が感情主の場合は、問題なく「テイル形」が使用できるが、 3 人称が感情

主の場合は「らしい・ようだ・みたいだ」のような後接成分を伴わないと

容認度が落ちる。つまり、 3 人称の「困る」感情は、 3 人称主体にしか知

りえないものであり、外部からは観察しにくいものだと考えられる。よっ

て話し手の推測を表す「らしい・ようだ・みたいだ」のような後接成分が

必要となる。

この点について拙論（2009）では、寺村（1982，1984）、中道・有賀（1993）

などを援用し、感情動詞が二つのタイプに大別できることを示している。

一つは「観察記述的」な性質を持つ（ 1 人称感情主の感情も、 3 人称感情

主の感情もテイル形で表せる）ものであり、もう一つは「表出的」な性質

を持つ（ 1 人称感情主の感情を基本形で表せる）ものである。これに従え

ば、「嫌う」は観察記述的な性質を持ち、「困る」は表出的な性質を持つこ

とになる。しかし、拙論（2017）でも示したように、観察記述的な性質を

持つ「嫌う」にも、感情を表す表現として基本形を使うことができる例が

見られた（注 4 ）。

5 ）母も子も汚れるのを嫌う。（作例）

6 ）母は台所の隅が汚れるのを嫌う。（作例）

この点については、基本形が「一般的傾向」（例：現代の親子は、母も

子も汚れるのを嫌う（作例））や「性質」（例：母は台所の隅が汚れるのを

嫌う（作例））を表すことができることとも関係しており、またそれらの

例は「汚れとの接触」という感覚とも関連があると現時点では考えている

が、詳しい考察は別稿に譲る。

次に「困る」の基本形についてであるが、すでに述べたように「困る」
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は表出的な性質を持つので、基本形で 1 人称感情主の感情を即時的に述べ

ることができる（注 5 ）

7 ）騒音がうるさくて困る。（作例）

8 ）え？今から？そんな急に困る！（作例）

動詞でありながら、基本形で 1 人称感情主の感情を即時的に述べること

ができる点は、「悲しい」などのような感情形容詞と性質が類似している

と言える。

2 ．先行研究とその課題
先行研究として、「困る」についての現行辞書の記述を紹介する。

2 ． 1 ．松村編（1999）（注 6 ）

【困る】

① ある好ましくない事態が発生し、そのうまい対処の方法が見つからず

に悩む。 「どうもこのごろ体がだるくて－・る」 「この辺は蚊が多く

て－・る」 「 － ・ったことがあったらいつでも相談にいらっしゃい」

② 相手の行為を迷惑に感じる。 「二次会に誘われて－・る」 「君、－・

るじゃないか、勝手に私の名前を使って」

③ （「困った」の形で連体修飾語として用いて）不都合である。 「君も－・っ

たことをしてくれたものだ」 「そんな調子ではあとで－・ったことに

なるぞ」

④ 必要なものや金がたりなくて苦しむ。窮乏する。 「被災地では水に

－・っているらしい」 「暮らしには－・らない」（p.942）

上記の記述で、本稿の考察対象となるのは①と②である（注 7 ）。①は記述

に別のマイナスの感情である「悩む」を使用しているが、別の感情を表す

言葉に言い換えても、意味の記述を詳細にしたとは言えない（注 8 ）。この点

については②の「迷惑に感じる」という記述も「迷惑する」という動詞に

ほぼ同義であることから同様のことが言える。また、「困る」にはマイナ

スとプラスの両方の感情を表す例がある（詳しくは後述）が、松村編（1999）
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にはその点についての記述はない。

3 ．分析
3． 1．具体的な分析の前に－諸概念の確認－

3． 1． 1．比喩の下位分類「メタファー・メトニミー」

「メタファー」は籾山（2002：65）によって、以下のように定義されている。

メタファー：二つの事物・概念の何らかの類似性に基づいて、一方の

事物・概念を表す形式を用いて、他方の事物・概念を表すという比喩。

（下線は引用者）

籾山はメタファーの例として「正月休みに食べ過ぎて、ブタになってし

まった（p.65、例文 5 、下線は原文のまま）」を挙げている。これはブタ

の太っている体型と、例文 5 の人の体型の「類似性」に基づき、ブタで「太っ

た人間」を表している。またそのほかの例として、「目玉焼き」（卵料理の

全体的な形が人間などの目に類似している）などが挙げられている。

次に「メトニミー」について籾山（2002：76）は以下のように定義してい 

る。

メトニミー：二つの事物の外界における隣接性、さらに広く二つの事

物・概念の思考内・概念上の関連性に基づいて、一方の事物・概念を

表す形式を用いて、他方の事物・概念を表すという比喩。（下線は引

用者）

メトニミーにおいて重要なのは、「隣接性」と「関連性」である。「隣接性」

を表す例としては、「一升瓶を飲み干す」「鍋の季節がやって来た」などが

ある。これはそれぞれ「一升瓶」や「鍋」に隣接する「（一升瓶に入った）

酒」「（鍋の中の）料理」を表している。また「関連性」については、籾山

（2002：79）は「A さんは本当に酒が好きだ（例文32）」「やっとレポート

が終わった（例文33）」を例として挙げている。また「レポート」とは「レ

ポートを書くこと」を表している。つまり、それぞれの「もの」を表す言

語形式で、「ものに関わること（酒を飲むという「行為」、レポートを書く

という「行為」）」を表している。
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3 ． 1 ． 2 ．基本義の認定について

拙論（2017）では多義語である「嫌う」を包括的に記述するために「基

本義（プロトタイプ的意味）」を認定し分析を進めた。本稿では「困る」

の基本形の使用に限定した分析となるが、基本形においても複数の意味が

認められる（詳しくは後述）。よって本稿でも籾山（2002：107）、籾山・

深田（2003：142）にしたがい、以下のような要件を満たしている語義を

基本義と認定する（注 9 ）。

基本義：複数の意味の中で最も基本的なもののことであり、基本的であ

るということは、最も確立されていて、中立的なコンテクストの中で最も

想起されやすいといった特徴を有する語義。（籾山（2002：107）、籾山・

深田（2003：142）より引用者が一部改変）

では次節から分析に入る。

3 ． 2 ．「嫌う」の意味分析―基本形で表す場合―（馬場（2017）（注10））―

拙論（2017）では、「嫌う」を基本形で使用する場合、 5 つの別義が認

められた。

（基本形）別義 1 （注11）：基本義（注12） からのメトニミー〈感情主が〉〈ある

事態が〉〈自分の嗜好（考え）と合わず〉〈（結果として）その事態を行わ

ないようにする〉

10）  20世紀イギリスの代表的な陶芸家ルーシー・リーさんの回顧展

が、滋賀県信楽町の県立陶芸の森陶芸館で開かれている。（中略）

今年はリーさんの生誕100年目。これにちなんでアメリカの個人

コレクターの収集品を中心に、国内の美術館などからも集めた約

100点で回顧する。

　　 　ウィーン生まれだが、ナチスの迫害を避けて38年に渡英。リー

さんらしさが出るのは50年代以降で、65年には線を引いて下地を

見せる掻（かき）落としと、別の土などを埋め込む象嵌（ぞうが

ん）で、繊細さが際立つ「花生（はないけ）」（京都国立近代美術

館蔵）を生み出した。釉薬（ゆうやく）を窯の中で流れるままに
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した作品もあり、窯まかせを嫌う西洋の作家の中では珍しい。60

年代の取っ手のないミニカップなどは、日本の湯飲みといっても

不思議ではないほどだ。

 （http://www.asahi.com/culture/bunka/K2002052103089.html）

10）の例は、「西洋の作家は、釉薬を窯の中で流れるままにして焼き上げ

るというようないわゆる「窯まかせ」の焼き方は好まず（または自分の考

えに合わず）、そのような手法は取ろうとしない」という意味である。こ

の例では、「窯焼き」という陶芸の仕事について、その手法の是非が問題

になっているので、単なる「好き嫌い」のレベルにはとどまらず、「自分

の考え」も併せて反映されていると考えることもできる。10）の例で特筆

すべきは、「「窯まかせ」という手法が自分の嗜好基準（考え）と合わない

ため、結果としてその事柄（「窯まかせにすること」）を行わないようにす

る」という結果の事態に焦点が当たっていると感じられることである。

この基本形の別義 1 は、基本義よりもさらに、「結果の事態」を表すため、

基本義からの因果関係のメトニミーにより理解可能になっていると考えら

れる。

さて、次に見る例は「感情としての嫌悪感」が少し薄らいでおり、むし

ろ他の動詞「避ける」とも類似性が感じられる。

11）  南大植は洪明甫をスイーパーに起用した理由を振り返る。（中略）

一対一には弱さがあり、混乱で身体接触を嫌う――。

 （http://www.be.asahi.com/20020525/W14/0037.html）

スイーパーとは「サッカーでディフェンダーのうち、マークする特定の相

手をもたず、ゴールキーパーの直前に位置する選手（『大辞林』（第二版）

p.1318）」のことである。このポジションに洪明甫選手が起用された理由

の一つは、「選手同士が試合中にボールを奪いあうためにかなり激しい動

きをし、身体がぶつかることも頻繁にあるが、洪明甫選手はそのような接

触はしたくない、避けたいと思っている」からだと捉えられる。つまり、

感情主がある事態に対して、自分にとってそれがマイナスの事態を引き起

こすと判断し、その事態を回避することだと考えられる。



22　 日本語・日本文化論集第26号

さらに「嫌う」には、本稿の考察対象である「困る」とも意味の共通性

が感じられる例がある。

12）  子供の頃、外へ出て思い切り遊んだ。しかし、今の子供は動かない。

「もう危機的ですよ。ぜんぜん鍛えられていない」。子供に原っぱ

で遊べって言っても、子も親も汚れるのを嫌うから無理だ。

 （http://www.be.asahi.com/20020928/W11/0035.html）

13）  たとえば台所で洗い物をする迫さんは、コップや皿の底の丸い

出っ張りをことさら念入りに洗う。誰かに教えられたわけでもな

い。思い起こせば生家の台所で、目に触れないところでも黒ずん

でしまうのを嫌う几帳面（きちょうめん）な母親が長年、そうし

ていた姿を記憶に焼き付けていたからというほかない。 

  （http://www.be.asahi.com/20020713/W21/0001.html）

12）は、子どもとその親たちが「汚れてしまうこと」に対して、単に「よ

くない印象を抱く」だけではなく、「服が汚れたら困るから汚れないよう

に遊ぼう」という心理が働いているためだと推測できる。子どもの側から

すれば「服が汚れてしまったら、お母さんに叱られるかもしれない。」と

思うであろうし、親の側からすれば、服を汚して帰ってきた子どもに対し

て「どうしてそんなに汚してきたの。洗濯が大変じゃない。」と言うかも

しれない。その双方に共通するのは、「服が汚れたことによって自分が不

利益を被る」という心理だと考えられる。また13）は、きれい好きな母が「台

所の見えないような場所が黒ずんでしまうこと」に対して、単に「よくな

い印象を抱く」だけではなく、一種の「拒否反応」が表れるためだと思わ

れる。そしてその拒否反応の裏には、「台所の見えないような場所でも黒

ずんでしまったら、見た目だけでなく（カビなどの雑菌がついて）不衛生

だ。ほかの食品などを使うときに菌が付着するのは困る。だから（黒ずま

ないように）きれいにしよう。」という心理が働いているからだと思われる。

以上のことから、「嫌う」の一部の意味が「困る」と意味の共通性がある

ことが示唆される。

さらに、12）の例では、「服が泥だらけになったらべたべたしたり臭い
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が気になる」などという「汚れ」に対するマイナスの感覚も喚起されるよ

うに思われる。また13）の例も同様に、「台所の黒ずみは不潔で見た目も

よくないし、臭いも気になる」という「感覚」が喚起される。

以上見てきたような例では、「感情としての「嫌悪感」」はかなり薄らい

でいるように思われ、むしろ感覚的な嫌悪感が強く出ているように感じら

れる。

以上「嫌う」が「困る」と意味の共通性があることが実例により明らか

になった。この点については、 3 ． 4 ．で詳しく述べる。

（基本形）別義 2 （注13）：（基本義からのメタファー）〈生物が〉〈あるモノや

その属性に（接触することに）対し〉〈拒否反応を示す〉

14）   動物が人間のにおいを嫌うためこの橋を人間が通行することは禁

止されています。

 （https://books.google.co.jp/books?id=bysoDgAAQBAJ）

15）猫は体が濡れるのを嫌う。（作例）

14）15）の例は、感情主が人間ではなく動物であるが、動物が人間と同じ

ように「嫌悪」という感情を持っていることを示しているのではない。そ

れは人間が「ある対象や属性に心理的生理的に拒否反応を示すこと」と「動

物がある対象や属性に関して拒否反応を示すこと」との間に類似性を見い

だし、それを「嫌う」と表現しているのである。よって基本形の別義 2 は

基本義からのメタファーにより理解可能になっていると考えることができ

る。また、これらの生き物の拒否反応は、「におい」であったり「体が濡

れたりする」のように、嗅覚や触覚が直接刺激されることにより起こる反

応である。

（基本形）別義 3 （注14）：（基本形の別義 2からのメトニミー）〈生物が〉〈あ

る対象に接触することによって〉〈生命力が弱くなる〉

16） ナメクジは塩を嫌う。（作例）

17）  「虫歯」と「歯周病」おなじ歯に関する病気なのですが、違う種
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類の細菌が関係しています。空気が好きな細菌（好気性菌）と空

気を嫌う細菌（嫌気呼吸）です。

 （http://www.iat.co.jp/Yui/20020601_report.html）

18）  じかまきは、花壇または育てたい場所に、直接種を蒔くこと。主

に根が直根型で移植を嫌う植物などは、この方法をとる。

 （http://wwwi.netwave.or.jp/~siki/yougoshu2.html）

19）  環境・土質 ：ほとんどのハーブが地中海沿岸原産なので、日当

たりがよく乾燥ぎみの環境を好み、酸性土壌を嫌います。

 （http://www.booktown.co.jp/hai/herb/kind/sentaku2.html）

16）はナメクジが塩に接触すると体の水分が抜けてしまい、本来の生命力

がそがれることを「嫌う」で表している。また17）は、歯周病の原因であ

る菌は、空気に触れないような場所である歯肉、歯根膜、歯槽骨など、歯

を支えている歯周組織の奥へ入り込んでいって活動するが、空気がある場

所（例えば歯の表面）では活動しないことを「嫌う」で表している。さら

にこの 2 例に特徴的に見られるのは、「対象に接触することによって生命

力が低下する」点である。ナメクジに塩をかけると体から水分が抜け、弱っ

てしまう。それは「ナメクジが塩という対象に触れた瞬間」から始まる。

また空気を嫌う菌は空気がある環境では増殖しない。これも「歯周病の菌

が空気という対象に触れた瞬間」から始まると理解できる。つまり対象に

接触したと同時に、ナメクジと菌は生命力が低下するのである。このこと

から、基本形の別義 3 は基本形の別義 2 からの同時性および隣接性のメト

ニミーによる意味の転用だと考えることができる。また18）と19）は植物

が主体である。18）の「根が直根型」とは、根が分かれずまっすぐに伸び

るタイプの植物であり、このような植物は根が切断されると再生が難しい

とされている。つまり「移植」の際にスコップなどに触れ根が切断される

と生命力が弱ってしまうのである。また19）は酸性の土に触れることで生

命力が弱ることを示している。また18）と19）の例では、人の手が関わっ

ていることが特徴的で、これは後で述べる基本形の別義 5 につながるもの

である。
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（基本形）別義 4 （注15）：（基本形の別義 3からのメタファー）〈モノが〉〈他

のモノと接触することによって〉〈本来持っている機能が低下する、ある

いは性質が変化する〉

20）  電子部品のように、湿気、酸素、空気との接触を嫌うものの包装

や、薬品や粉末のように湿気を嫌うもの、防湿効果が必要な工業

製品の包装、錆を防止して保存するものなどを長持ちさせるには

ガスバリヤー性の高い包装資材が最適です。

 （http://www.finepack.co.jp/sinkuu.html）

21）  レタス／海苔は金気を嫌うので、包丁を使わず手でちぎるとよい。

（作例）

20）は「電子部品が湿気や酸素や空気に触れると、変色や錆びなどを起こ

し、電子部品の機能が低下すること、または機能そのものに異常をきたす

こと」や、「薬品や粉末のように湿気によって変質したり本来持っている

性質が損なわれること」を指して「嫌う」と表現している。また21）は料

理のときによく使われる表現だが「レタスや海苔は包丁を使うとナイフや

包丁などの金属に反応して味が落ちるので手を使った方がいい」という意

味である。つまり21）は金属製のナイフや包丁に触れることによって、本

来持っている性質が変化することを示している。この21）はレタスを主体

にした場合、次に述べる基本形の別義 5 との中間例とも感じられる。

（基本形）別義 5（注16）（基本形の別義 3からのメトニミー）：〈果物や野菜が〉

〈人間の手に触れることによって〉〈果物や野菜の持っている鮮度が低下す

る〉（「手を嫌う」という固定化した表現）

22）  以前は家にも「梅」も「紫蘇」もぎょうさん（沢山）生りました

んで全て自家製でした。「梅は手を嫌う」なんて言って綺麗に色

が出ないこともある・ ・ ・ ・と家の姑様がゆうておられました。

私は大層好かれているらしく何時も綺麗な色が出ます。

 （http://www2.odn.ne.jp/~aaj64280/pages/gokemidoro9.html）

23）  “カブラは手を嫌う”という諺があるが、漬ける人によって赤く
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きれいな色になることと、赤みの少ないことがあり、きれいに漬

ける人をわざわざ頼んできて漬けてもらう家もあった。

　　 （http://cscns.csc.gifu.gifu.jp/virtual_museum/sanpo/yuki/1/10-15.html）

24）  私の地元では「ほうれん草は手を嫌う」と言われています。どう

も私はほうれん草サマとは相性が悪いみたいです。

 （http://www.arisfarm.com/wwwboard/messages/254.html）

筆者が調べた限りでは、22）～24）のように「果物・野菜」が主体となっ

ている。そして「（果物・野菜は）手を嫌う」という固定した形で用いられる。

そして〈果物・野菜が、（人によっては）手に触れるとその果物・野菜の

性質が損なわれる〉という意味を表す。

基本形の別義 3 は「生物がある対象に接触することによって生命力が弱

くなる」ことであったが、基本形の別義 5 は「生物の一部である野菜や果

物が、モノの一部である人間の手に触れることによって鮮度が落ちる」と

いうことである。よって基本形の別義 5 は基本形の別義 3 からの「全体―

部分」関係のメトニミーによって理解可能になっていると考えられる。

では次に「困る」の基本形について考察する。

3 ． 3 ．「困る」の意味分析―基本形で表す場合―
すでに 2 ．1 で述べたように、松村編（1999）の「困る」の語義説明のうち、

本稿の分析に関係するものは①と②であり、①は「悩む」②は「迷惑する」

という他の動詞に意味が近いとして説明されている。しかし、①と②がど

の点で明確に分けられるかについての言及はない。②の「相手の行為」も、

①の「ある好ましくない事態」であり、その事態に対して、感情主が「う

まい対処の方法が見つからないさま」を表していると考えれば、②も①に

含まれるということになる。よって本稿では、「困る」を基本形で表す場合、

「マイナスの感情を表す」用法を一つにまとめ、さらに近年新たに見られ

る「プラスの感情を表す」用法の 2 つに大別して考察する。
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（基本形）別義 1：〈感情主が〉〈好ましくない事態に対し〉〈自分が対処し

ない（あるいはできない）ことにより〉〈不利益を被り〉〈不快になる〉

マイナスの感情を表す「困る」が基本形で使用される場合、以下のよう

に多くの例がある。

25）  毎月生理前一週間にその頭痛の日が来ます。鎮痛剤でおさまりま

すが、耐性ができては困るかなあと思います。一体なぜ周期的に

頭痛が起こるのでしょうか？

26）  もちろん夜中に起きだした場合はあかりをつけると眩しくて困る

ということもあるが（後略）

27）このあたりは蚊が多くて困る。（松村編（1999：942）の例を再掲）

28）  あまり派手に稼いで目立ちすぎて出入り禁止にされては困ると

思ったのと（後略）

29）  タクシーの運転手さんでも病院通りを知らない人がいるので、行

くのに困る。

30）  関係ない一利用者のわたしでも無言の重圧を感じるくらい人々か

ら「電車が遅れて困る！！」というオーラみたいなのが出てまし

た。わたし自身も「今日電車遅れて最悪！」と（後略）

31）  放射能といい、ダイオキシンといい、最近の汚染は見えないから

困る。

32）  裁判になってから初めて他の教師が事実を知らされる、というこ

とがあっては困る。

33）  とにかく文章力とか人物、構成が他の門弟とケタがちがいすぎる

ので、先生は少々扱いに困る。

34）相手に自分が気があるなんて勘違いされても困るし。

35）騒音がうるさくて困る。

36）  もし設備を完全に稼働させれば売れ残って、モノがあり余り、置

く場所にも困る。

以上の例のように、マイナスの意味を表す「困る」感情を引き起こす事態

に当たるものは、26）のような「明かりをつけるとまぶしい」のような日
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常的なものから、31）のような「目に見えない汚染」という深刻な事態ま

で多岐にわたる。さらに松村編（1999）に見られたような、「相手の行為」（例

34））に当たる例もある。しかしこれらの例に共通するのは、「感情主にとっ

て好ましくない事態」という点である。さらにこの事態に対して、「感情

主が対処しないまたは対処できない（術を知らない）ことによって、感情

主が不利益を被り不快になる」という共通項がある。

さて、以上は明らかにマイナスの感情を表す「困る」の例を見てきたが、

最近以下のような例が見られる。

（基本形）別義 2（別義 1からのメタファー）：〈感情主にとって〉〈ある人

やモノが〉〈好ましい状態が度を越していることにより〉〈自分をコントロー

ルできない〉

37）  「ご飯が進んで困るキューちゃん♪」少し大きいきゅうりも簡単

絶品キューちゃんにして食べちゃいましょう！小さい子も大好き

な味ですよ♪。暑い夏にピッタリ！

 （https://cookpad.com/recipe/5144219）

38）ケーキがおいしすぎて困る。（注17）（作例）

39）  バブルの前後に、グルメとか、美食家、という言葉が流行った。

今でも、食べ過ぎて困る、という人は多いが、食べることの何が

そんなに楽しいのか、僕にはあまりよく（後略）

「困る」という感情を引き起こす要因は37）の「ご飯が進む（ごはんが

どんどん食べられる）」や38）の「ケーキのおいしさの度合いがすごい」

というプラスの表現である。39）の「食べ過ぎる」という表現は一見マイ

ナスのように思えるが、「（文の筆者は理解できないのだが）食べることの

楽しさ」について書かれていることから、「おいしさのあまり食欲がとま

らない」と解釈できる。しかし、この 3 つの例はそれぞれ「自分で食欲を

止められず、ついつい食べ過ぎてしまう」という後悔の気持ちも出ており、

マイナスの気持ちも同時に働いていると考えられる。これは Langacker

（1988：68）が述べている「二次的活性化（secondary activation）」に当た
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ると現時点では考えている。

この「二次的活性化」とは、「ある意味が比喩の拡張によって新たな意

味を表す場合、本来の意味が消えるわけではなく、背景にあり、その新た

な意味を支えている。」という考えである。

この考えを「困る」の例で考えると、以下のようになる。

新奇な意味である、「好ましい状態が度を越している」という事態は25）

～36）で見たようなマイナスの気持ちを引き起こさせる事態とは全く逆の

ものである。しかし「（あまりの好ましさに）自分で自分をコントロール

できない」という意味には、別義 1 にある〈ある人の存在や事態に対し〉〈自

分では対処ができずどうしようもないこと〉という意味がそのまま生きて

いると考えられる。つまり別義 1 からのメタファーにより理解可能になっ

ている。

この新規な意味の「困る」は食べ物に関する例だけではなく、以下のよ

うな例もある。

40）彼を好きすぎて困る。（作例）

41）飼っている犬が可愛すぎて困る。（作例）

上の 2 つの例は、「彼や犬を溺愛しているさま」を自分で好ましく思い

ながらも、やはり「大好きな彼や犬のことを中心に生活が回っている。ほ

かのことは何も考えられない、自分の時間をすべて費やしている」と受け

取れる。そして37）～39）のように「食べ過ぎてしまう」というほどの後

悔はないものの、相手にふりまわされ、自分で自分をコントロールできて

いないということについてはマイナスに感じている可能性がある。ただ

し、37）～39）のように、その行為をした結果「体重が増える」「胃腸の

調子が悪くなる」のようなマイナスの結果ははっきりとは表れていない。

むしろ40）や41）の例を他人が聞かされた場合、「彼がいかに素敵か」「犬

がいかに可愛いか」という自慢にも受け取れる。

3 ． 4 ．「嫌う」の基本形と「困る」の基本形の共通点再考

「困る」の基本形を分析したところで、改めて「嫌う」の基本形と比べ
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てみよう。「嫌う」で「困る」と意味的に共通点が感じられたのは、以下

の別義であった。

「嫌う」の（基本形）別義 1（基本義からのメトニミー）：〈感情主が〉〈あ

る事態が〉〈自分の嗜好（考え）と合わず〉〈（結果として）その事態を行

わないようにする〉

42）  子供の頃、外へ出て思い切り遊んだ。しかし、今の子供は動かない。

「もう危機的ですよ。ぜんぜん鍛えられていない」。子供に原っぱ

で遊べって言っても、子も親も汚れるのを嫌うから無理だ。（馬

場（2017）例16）を再掲）

43）  たとえば台所で洗い物をする迫さんは、コップや皿の底の丸い

出っ張りをことさら念入りに洗う。誰かに教えられたわけでもな

い。思い起こせば生家の台所で、目に触れないところでも黒ずん

でしまうのを嫌う几帳面（きちょうめん）な母親が長年、そう

していた姿を記憶に焼き付けていたからというほかない。（馬場

（2017）例17）を再掲）

42）は子どもとその親たちが「汚れてしまうこと」に対して、単に「よく

ない印象を抱く」だけではなく、「服が汚れたら困るから汚れないように

遊ぼう」という心理が働いているためだと推測できるとした（馬場（2017））。

また43）は、きれい好きな母に「台所の見えないような場所が黒ずんでし

まうこと」に一種の「拒否反応」が表れるためであり、その拒否反応の裏

には、「台所の見えないような場所でも黒ずんでしまったら、見た目だけ

でなく（カビなどの雑菌がついて）不衛生だ。ほかの食品などを使うとき

に菌が付着するのは困る」という心理が働いているからだとした（馬場

（2017））。以上のことから、「嫌う」には「困る」と意味的に共通点がある

ことが示唆されるとした。

この42）と43）の例を、「困る」で考え直してみると、「外で遊んで汚れ

るのは困る」「台所の目に触れないようなところも黒ずむのは困る」とい

うことになる。そしてこの 2 つの例には〈感情主が〉〈好ましくない事態

によって〉〈不利益を被り〉〈不快になる〉という共通の意味特徴が認めら
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れる。しかしここで述べておきたいのは、上記の例が単純に「困る」では

言い換えられないことである（「? 親も子も汚れるのは困る」「? 母は台所

が黒ずんでしまうのは困る」）。それは 1 ． 2 ．ですでに述べたが、「困る」

の持つ動詞の性質によるものである。「困る」は「嫌う」とは異なり、三

人称感情主の感情を「困る」だけで表すことができず、「らしい・ようだ・

みたいだ」のような後接成分を必要とする（注18） が、この動詞の性質につ

いての詳しい考察は今後の課題とする。

4 ．まとめと今後の課題
4． 1．まとめ

本稿では嫌悪を表す動詞「嫌う」と「困る」の基本形の使用に注目し、

意味分析を行った。「嫌う」の基本形での用法にはすでに 5 つの別義が認

められているが、その一つに「困る」との意味の共通性が認められていた。

そして「困る」の基本形に注目して分析した結果、「嫌う」と「困る」に

は〈感情主が〉〈好ましくない事態によって〉〈不利益を被り〉〈不快になる〉

という共通の意味特徴が認められた。

また、「困る」の基本形には 2 つの別義が認められ、それらの別義は「メ

タファー」によって動機づけられている。そのうち別義 2 は、現行辞書に

は記述のない新奇な用法であり、プラスの感情を表せる。これは特筆すべ

き特徴である。

4 ． 2 ．今後の課題

本稿では「嫌う」と「困る」の基本形に注目して分析を行った。しかし「困

る」はテイル形やタ形を伴った形でも使われる。今後は動詞の性質も含め、

「困る」を包括的に分析する必要があると考えている。また本稿ではマイ

ナスの感情を表す「困る」の用法を一つの別義としてまとめたが、「困る」

という感情の要因となっているものをさらに詳細に検討し、他の動詞との

比較などを通して再検討する必要があると考えている。
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注
1 　  「基本形」という表現の他に「ル形」という表現もあるが、すべての動詞が「ル」

で終わるわけではない（例：「嫌う」「悩む」など）ため、本稿では「基本形」

という表現を用いる。

2 　  本稿では例文を多く挙げるが、文の後に（作例）が付いているものは、現行辞

書および検索エンジンの実例からの作例または改変した例である。（作例）が

付いていないもので出典が記されていない例は、KOTONOHA「現代日本語書

き言葉均衡コーパス」から引用したものである。またこれ以外の例文について

は出典をその都度記す。また文頭に ? がついているものは容認度が落ちること

を表す。

3 　  本稿では「テイル形の使用」（例：太郎は花子を嫌っている（作例）。太郎は花

子の遅刻癖に困っている。（作例））および「困る」にみられる「タ形の使用」（例：

あいつの気まぐれには困ったものだ。（作例））については考察の対象から外し、

今後の課題とする。

4 　  感情を表さない用法としての「嫌う」は基本形で用いられる。詳しくは拙論

（2017）および 3 ． 2 ．を参照。

5 　  3 人称感情主の場合は、引用の形で表現可能である（例：彼は「そんなこと急

に言われても困る」と言った（作例））。

6 　  現行辞書では松村編（1999）のほかに、小泉他編（1989）がある。小泉他編（1989）

は「困る」の意味を 2 つ挙げている。

　　　（ 1 ）どうしたらよいか扱い方がわからなくて苦しむ。

　　　（例）  父親は息子に困っている。返事に困る。娘の長電話に困る。住民は水

不足に困っている。

　　　（ 2 ）何かが不足したり、物事がうまくいかなくて苦しい思いをする。

　　　（例）  私たち家族は金に困っている。生活に困る。父の会社は資金繰りに困っ

ている。（p.200より一部を省略して引用）

　　本稿で分析する「困る」は（ 1 ）に該当すると思われる。

7 　  「生活に困る」のような例を考察の対象から除外する理由を述べる。

　　  それは実例を検索した結果、「生活に困る場合／とき／ほど／もの」など、連
体修飾節内でのみ基本形で用いられる場合が多いこと、また、それ以外の場合

は「テイル形」の使用が見られるためである。

　 　 　 9 ）  【弁護士ドットコム】示談交渉の解決事例｜交通事故により働けなくなり、
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生活に困っていた。そのような中で保険会社から示談を迫られ、どうし

たらよいかわからなくなっていた。（https://www.bengo4.com）

　　よって考察の対象からは除外する。

8 　  ③と④の別義の設定が妥当であるのかも考察すべきだが、本稿の考察対象外で
あるので「困る」の包括的な意味の記述は今後の課題とする。

9 　  結論を先取りして述べれば、「困る」の基本形には 2 つの別義が認められた。
本稿では「マイナスの感情を表す」用法と「プラスの感情を表す」用法に大別し、

「マイナスの感情を表す」用法を基本義として認めている。これは「プラスの

感情を表す」用法が新規な用法であることによるものである。しかし、今後「困

る」の意味を包括的に記述する際、本稿の 2 つ以外にも別義が認められる可能

性がある。そのうちどの別義がより基本義に近いものであるかは、籾山・深田

（2003：142）による「最も確立されていて、中立的なコンテクストの中で最も

想起されやすいといった特徴を有する」ものであることで決定される。「困る」

の包括的な分析およびその際の基本義の認定については今後の課題である。

10　  本節には、馬場（2017）の分析の基本形に関連する箇所を、一部改変して再掲
する。またこの 5 つの別義の中には「感情を表さない用法」も含まれているが、

本稿の「基本形で表す場合」という趣旨に沿い、感情を表さない用法も再掲する。

11　馬場（2017）の別義 3 に該当。

12　  馬場（2017）における「嫌う」の基本義：〈感情主が〉〈ある人物やモノ（の持
つ属性）や事態に対し〉〈自分の嗜好基準と合わないため〉〈拒否反応を示す〉

　　  本稿の「困る」の基本形の別義と区別するため、「嫌う」の基本形の別義を「（基

本形）別義」とする。
13　馬場（2017）の別義 4 に該当。

14　馬場（2017）の別義 5 に該当。

15　馬場（2017）の別義 6 に該当。

16　馬場（2017）の別義 7 に該当。

17　  近年では特に若い女性の間で「おいしすぎる！」「かわいすぎる！」という表
現も聞かれる。これは「～すぎて困る」という表現形式で表される意味に近い

と考えられる。

18　「困っている」や「困った」も同様である。



34　 日本語・日本文化論集第26号

参考文献
小泉保他編（1989）『日本語基本動詞用法辞典』大修館書店．

寺村秀夫（1982）『日本語のシンタクスと意味Ⅰ』139-154,　くろしお出版．

寺村秀夫（1984）『日本語のシンタクスと意味Ⅱ』65-182, 223-260, 313,-358, くろし

お出版．

中道真木男・有賀千佳子（1993）「感情表出表現における副詞のはたらき」『日本語

学12,No.1, 99-108, 明治書院．

馬場典子（2009）「怒りを表す動詞（句）の意味分析」名古屋大学大学院国際言語

文化研究科日本言語文化専攻博士学位論文（未公刊）．

馬場典子（2017）「「嫌悪」を表す動詞の意味分析―「嫌う」再考―」『名古屋大学日本 

語・日本文化論集』25, 17-36, 名古屋大学国際言語センター．

松村明編（1999）『大辞林』（第二版）三省堂．

籾山洋介（2002）『認知意味論のしくみ』町田健（編）（シリーズ・日本語のしくみ

を探る⑤）研究社．

籾山洋介・深田智（2003）「意味の拡張」『認知意味論』松本曜（編）（シリーズ認

知言語学入門　第 3 巻）73-134，大修館書店．
Langacker, Ronald W. （1988） “A View of Linguistic Semantics.” In Brygida Rudzka-Ostyn, 

ed., Topics in Cognitive Linguistics. pp.49-90, Amsterdam: John Benjamins.

例文出典
青空文庫（www.aozora.gr.jp/）

検索エンジン Google（http://www.google.co.jp/）
KOTONOHA「 現 代 日 本 語 書 き 言 葉 均 衡 コ ー パ ス 」（http://www.kotonoha.gr.jp/

shonagon/）

 （ばば　のりこ・非常勤講師）


